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Q. 高濃度亜鉛末塗料で補修する際の注意事項は？

A.めっき部材の不めっき部分、溶接した箇所、溶接熱で損傷を受けた箇所は、けれん・清掃を行い
高濃度亜鉛末塗料で補修する必要が有ります。JASS6では、金属亜鉛末を90％以上含むものを
2回以上塗布するとしています。その際、溶接部のけれんが不十分でスラグなどが残っていると下
の写真のように竣工前に錆が発生することが有ります。

以下に代表的な二つの材料の管理要領を示します。
両者共、講習会を実施し受講証明書を発行していますので受講者に従事させることも必要です。
但し、この表は抜粋資料ですので、実施工にあたっては各々の仕様書で確認して下さい。

出典
・建築鉄骨における溶融亜鉛めっき割れの発生とその防止法 溶接学会 平成19年11月
・Z.R.C工法標準仕様書 ゼットアールシ-・ジャパン
・ローバルシリーズ施工仕様書

ZRC及びローバルの管理要領（抜粋）

亜鉛・空気抜き孔の塞ぎプレートの溶接例です。
溶接部分は不めっき処理か、溶融亜鉛を削除してから溶接し、
溶接後、スラグなどを除去し高濃度亜鉛末塗料で補修します。
この例の場合、溶接後のスラグ除去が不十分でスラグが残って
いる状態で塗装を行ったため、工事現場搬入時には既に錆が
発生していました。

めっき後の補修
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